
入 札 公 告 

 

次のとおり一般競争入札に付すこととしたので、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。

以下「施行令」という｡）第１６７条の６第１項及び尾道市契約規則（昭和３９年規則第２８号。以

下「規則」という。）第２６条の規定により公告する。 

 

  平成２９年１２月１９日 

尾道市長 平 谷 祐 宏 

 

１ 調達内容 

(1) 事業名称 

尾道市クリーンセンター等への自動販売機設置事業 

(2) 事業の目的 

尾道市の施設内に自動販売機を設置する事業者を競争入札制度により募集することで、本市

資産を有効活用し、新たな歳入を確保するとともに、契約の公平性・透明性の確保を図る。 

(3) 貸付期間 

平成３０年（2018 年）４月１日から平成３５年（2023年）３月３１日までの５年間とする。 

※ 更新は行わない。 

(4) 自動販売機設置のために貸し付ける場所及び面積 

 ・①～⑰までは１物件ずつ入札を行い、⑱-1～⑱-9は一括して入札を行う。 

物件

番号 
施 設 

設置 

台数 
位置図 貸付面積 販売形態 

① 
尾道市クリーン

センター 

１階ロビー 

階段横 
１台 図面番号１ 1.62 ㎡ 紙カップ 

② 〃 
１階ロビー 

自動ドア横 
１台 図面番号１ 1.28 ㎡ 条件なし 

③ 〃 
１階ロビー 

階段前 
１台 図面番号１ 1.28 ㎡ 条件なし 

④ 
おのみち地区 

し尿処理場 
洗車場西側 １台 図面番号２ 2.30 ㎡ 条件なし 

⑤ サンボル尾道 １階ロビー １台 図面番号３ 1.90㎡ 条件なし 

⑥ 新尾道駅 
市民ギャラリー 

出入口 
１台 図面番号４ 2.00㎡ 条件なし 

⑦ 〃 
市民ギャラリー 

ＥＶ前 
１台 図面番号４ 2.00㎡ 条件なし 

⑧ 
尾道市農村環境

改善センター 

1階図書資料 

コーナー 
1台 図面番号５ 1.50 ㎡ 条件なし 

⑨ 
尾道勤労者体育

センター 

玄関入口 

（屋外） 
１台 図面番号６ 1.75 ㎡ 条件なし 



⑩ 
尾道勤労者体育

センター 
１階ロビー １台 図面番号６ 1.55 ㎡ 条件なし 

⑪ 尾道南高等学校 
多目的教室棟横 

（屋外） 
１台 図面番号７ 1.71 ㎡ 条件なし 

⑫ 
因島アメニティ

公園 

交流棟前 

（屋外） 
１台 図面番号８ 1.80 ㎡ 条件なし 

⑬ 〃 
交流棟前 

（屋外） 
１台 図面番号８ 1.80 ㎡ 条件なし 

⑭ 
尾道市民センタ

ーむかいしま 
１階ロビー １台 図面番号９ 1.00 ㎡ 条件なし 

⑮ 
名荷ふれあい交

流広場休憩施設 

休憩所 

（屋外） 
１台 図面番号 10 1.19 ㎡ 条件なし 

⑯ 
瀬戸田港旅客待

合所 

南側 

（屋外） 
１台 図面番号 11 1.70 ㎡ 景観配慮型 

⑰ 〃 
１階 

待合スペース 
１台 図面番号 11 1.70 ㎡ 条件なし 

⑱-1 
尾道市消防局 

庁舎 

１階 

車庫棟横 
１台 図面番号 12 3.00 ㎡ 条件なし 

⑱-2 〃 ２階食堂 １台 図面番号 13 2.00 ㎡ 条件なし 

⑱-3 〃 ４階南西側 １台 図面番号 14 2.00 ㎡ 条件なし 

⑱-4 
尾道西消防署 

庁舎 

３階自動販売機

コーナー 
１台 図面番号 15 2.00 ㎡ 条件なし 

⑱-5 
尾道消防署 

北出張所庁舎 
１階ホール １台 図面番号 16 2.00 ㎡ 条件なし 

⑱-6 
尾道消防署 

向島分署庁舎 
１階ホール １台 図面番号 17 2.00 ㎡ 条件なし 

⑱-7 
尾道消防署 

御調分署庁舎 
１階ホール １台 図面番号 18 2.00 ㎡ 条件なし 

⑱-8 因島消防署庁舎 ３階食堂 １台 図面番号 19 2.00 ㎡ 条件なし 

⑱-9 
因島消防署 

瀬戸田分署庁舎 
１階ホール １台 図面番号 20 1.10 ㎡ 条件なし 

 

 

 

 

 



※１ 各施設の開庁日・時間は、次のとおりである。 

物件番号 開   庁   日 開庁時間 

①～④ 月曜日～金曜日（祝日・年末年始（12/29～1/3）を除く。） 8：30～17：15 

⑤ 年末年始（12/29～1/3）を除く日 8：30～21：00 

⑥・⑦ 全日 7：30～19：45 

⑧ 火曜日～日曜日（年末年始（12/29～1/3）を除く。） 9：00～22：00 

⑨・⑩ 
祝日（体育の日・勤労感謝の日を除く。）、年末年始（12/28

～1/4）及び 8/15日を除く日 
9：00～21：00 

⑪ 

月曜日～金曜日（祝日・年末年始（12/29～1/3）を除く。） 

※ 上記の閉館日に加え生徒の休業期間（3/21～～4/5、

7/21～8/31、12/24～1/6）がある 

13：10～21：40 

⑫・⑬ 全日 24時間 

⑭ 年末年始（12/29～1/3）を除く日 8：30～22：00 

⑮・⑯ 全日 24時間 

⑰ 全日 6：20～21：00 

⑱-1～9 全日 24時間 

※２ 各施設に設置してある自動販売機の販売状況は、次のとおりである。 

 ・年間売上は、H28.4～H29.3 までの実績 

 ・年間利用者数等は H28 年度実績、職員数は H29.4.1 現在 

物件 

番号 
販売形態 主な販売単価 年間売上 施設の年間利用者数等 

① 紙カップ 80円～100円 7,217 本 

職員数 ４５人 ② 缶・ペットボトル 110円～160円 2,611 本 

③ 缶・ペットボトル 120円～150円 4,528 本 

④ 缶・ペットボトル 120円～150円 4,751 本 職員数 １人 運転員 ６人 

⑤ 缶・ペットボトル 120円～160円 7,007 本 利用者数 63,428 人 

⑥ 缶・ペットボトル 130円～160円 8,474 本 不明 

⑦ 缶・ペットボトル 120円～150円 3,130 本 不明 

⑧ 缶・ペットボトル 120円～150円 2,506 本 利用者数 14,468 人 

⑨ 缶・ペットボトル 120円～150円 4,060 本 尾道勤労青少年ホーム   7,018人 

尾道勤労者体育センター24,396人 ⑩ 缶・ペットボトル 120円～140円 3,344 本 

⑪ 缶・ペットボトル 130円～160円 8,099 本 教職員 23人、生徒 83人 

⑫ 缶・ペットボトル 120円～150円 6,189 本 因島アメニティ公園    5,732 人 

しまなみビーチ海水浴  40,770 人 ⑬ 缶・ペットボトル 120円～150円 6,545 本 

⑭ 缶・ペットボトル 120円～150円 7,759 本 利用者数 235,598人 職員数 26 人 

⑮ 缶・ペットボトル 130円～160円 6,361 本 不明 



⑯ 缶・ペットボトル 120円～160円 6,748 本 
瀬戸田港乗降者数  137,854 人 

⑰ 缶・ペットボトル 130円～160円 13,730 本 

⑱-1 缶・ペットボトル 120円～210円 7,961 本 

職員数 ７５人 ⑱-2 缶・ペットボトル 120円～210円 2,249 本 

⑱-3 缶・ペットボトル 120円～210円 3,398 本 

⑱-4 缶・ペットボトル 120円～210円 1,477 本 職員数 ３９人 

⑱-5 缶・ペットボトル 120円～210円 2,147 本 職員数 １０人 

⑱-6 缶・ペットボトル 120円～210円 2,936 本 職員数 ２０人 

⑱-7 缶・ペットボトル 120円～210円 1,780 本 職員数 ２０人 

⑱-8 缶・ペットボトル 120円～210円 3,890 本 職員数 ３５人 

⑱-9 缶・ペットボトル 120円～210円 1,578 本 職員数 ２０人 

※３ 施設の所在地及び施設の詳細についての問合せ先 

物件番号 施設所在地・問合せ先 

①～③ 

尾道市クリーンセンター（尾道市長者原一丁目２２０-７５） 

  衛生施設センター施設管理係 徳重 

  TEL：0848-48-2900  FAX：0848-48-2820 

  MAIL:eisei@city.onomichi.hiroshima.jp 

④ 

おのみち地区し尿処理場（尾道市東尾道１９-５） 

  衛生施設センター施設管理係 徳重 

  TEL:0848-48-2900  FAX：0848-48-2820 

  MAIL: eisei@city.onomichi.hiroshima.jp 

⑤ 

サンボル尾道（尾道市向東町８６７０番地２） 

  尾道市役所総務課 石井 

  TEL:0848-38-9332  FAX:0848-37-2740 

  MAIL: somu@city.onomichi.hiroshima.jp 

⑥・⑦ 

新尾道駅市民ギャラリー（尾道市栗原町９３８１− ４） 

  産業部観光課 山口 

  TEL:0848- 38-9184  FAX:0848-38-9293 

  MAIL: kanko@city.onomichi.hiroshima.jp 

⑧ 

尾道市農村環境改善センター（尾道市木ノ庄町木門田２９０７番地７） 

産業部農林水産課 石井 

  TEL:0848-38-9212  FAX:0848-37-2377 

  MAIL:norin@city.onomichi.hiroshima.jp 

⑨・⑩ 

尾道勤労者体育センター（尾道市西土堂町１８番５号） 

  教育委員会生涯学習課尾道勤労青少年ホーム 重盛 

TEL:0848-22-5396  FAX:0848-22-5396 

MAIL:sei-home@city.onomichi.hiroshima.jp 

⑪ 

尾道南高等学校（尾道市長江二丁目１０番３４号） 

  尾道南高等学校事務室 藤本 

TEL:0848-37-4945  FAX:0848-37-4393 

MAIL: minamiko@city.onomichi.hiroshima.jp 



⑫・⑬ 

アメニティ公園交流棟（尾道市因島大浜町８９番地１） 

  因島総合支所しまおこし課 金本 

TEL:0845-26-6212  FAX:0845-22-2203 

MAIL:insm.okoshi@city.onomichi.hiroshima.jp 

⑭ 

尾道市民センターむかいしま（尾道市向島町５５３１番地１） 

  向島支所しまおこし課 平谷 

  TEL:0848-44-0110  FAX:0848-44-2569 

  MAIL: mksm.okoshi@city.onomichi.hiroshima.jp 

⑮～⑰ 

名荷ふれあい交流広場休憩施設（尾道市瀬戸田町名荷１１０９番地地先） 

瀬戸田港旅客待合所（尾道市瀬戸田町瀬戸田２１４番地１４） 

  瀬戸田支所しまおこし課 新苗 

  TEL:0845-27-2213  FAX:0845-27-0147 

  MAIL: std.okoshi@city.onomichi.hiroshima.jp 

⑱-1 

～ 

⑱-9 

尾道市消防局（尾道市東尾道１８番地２） 

尾道西消防署（尾道市新浜一丁目５番３号） 

尾道消防署北出張所（尾道市美ノ郷町白江５０７番地１） 

尾道消防署向島分署（尾道市向島町５９３１番地） 

尾道消防署御調分署（尾道市御調町大田２６番地１） 

因島消防署（尾道市因島中庄町１３４７番地１） 

因島消防署瀬戸田分署（尾道市瀬戸田町鹿田原１番地２９） 

  尾道市消防局総務課 林 

  TEL:0848-55-9121  FAX:0848-55-9132 

  MAIL: shobo.somu@city.onomichi.hiroshima.jp 

※４ 貸付面積には放熱余地、回収ボックス設置部分を含む。なお、回収ボックス設置方法及

び使用済み容器の回収方法の詳細については、事前に尾道市の承諾を得れば、落札者間で

協議の上、決定することができる。 

※５ 上記に記載した台数の自動販売機を必ず設置すること。 

※６ 貸し付ける物件は、飲料用自動販売機（酒類不可）の設置以外の用途で使用することは

できない。 

※７ 自動販売機の主な利用者は、施設利用者、当該施設職員等である。 

※８ 複数の物件に応募することも可能である。 

※９ 入札申込に当たっては、必ず現地の状況等を確認したうえで申し込むこと。 

※１０ 自動販売機設置に伴い発生する費用は、原則、設置事業者の負担となる。 

   

(5) 貸付料（年額） 

   貸付期間中の貸付料（年額）は、落札価格に消費税及び地方消費税を加算した金額とする。

なお、貸付料（落札価格）には、光熱水費等は含まないものとする。 

 

 

２ 入札の方法等 

(1) 一般競争入札により落札者を決定する（入札は、物件番号ごとに行う。）。 

(2) 全ての物件（物件番号①～⑱-9）に入札参加することができる。 

 



３ 使用する言語、通貨及び単位 

   言 語：日本語 

   通 貨：日本国通貨 

   単 位：日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）に定める単位 

 

４ 入札の日時等 

(1) 入札の実施 

入 札 期 日 平成３０年１月２５日（木） 

入 札 時 間 物件番号 ① 午前９時００分 

物件番号 ② 午前９時１０分 

物件番号 ③ 午前９時２０分 

物件番号 ④ 午前９時３０分 

物件番号 ⑤ 午前９時４０分 

物件番号 ⑥ 午前９時５０分 

物件番号 ⑦ 午前１０時００分 

物件番号 ⑧ 午前１０時１０分 

物件番号 ⑨ 午前１０時２０分 

物件番号 ⑩ 午前１０時３０分 

物件番号 ⑪ 午前１０時４０分 

物件番号 ⑫ 午前１０時５０分 

物件番号 ⑬ 午前１１時００分 

物件番号 ⑭ 午前１１時１０分 

物件番号 ⑮ 午前１１時２０分 

物件番号 ⑯ 午前１１時３０分 

物件番号 ⑰ 午前１１時４０分 

物件番号 ⑱-1～⑱-9 午前１１時５０分 

入 札 場 所 尾道市役所本庁舎４階応接室（尾道市久保一丁目１５番１号） 

(2) 入札の受付等 

ア 入札参加者は、入札・開札がすべて終了するまでの間、特にやむを得ない事情があると認

められる場合のほか、入札室から退室することはできない。 

イ 入札参加者は、遅刻した場合には、入札に参加できない。 

ウ 入札参加者は、本件調達に係る入札について他の入札参加者の代理人となることができな

い。 

エ 入札終了後、落札者に契約説明を行うので、申込者又は代理人が必ず出席すること。 

 

５ 入札参加資格 

(1) 施行令第１６７条の４の規定のいずれにも該当しない者であること。 

(2) 公募開始の日から開札日までの間のいずれかの日においても、尾道市の指名除外を受けてい

ない者であること。 

(3) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号か



ら第４号まで又は第６号の規定に該当しない者であること。 

(4) 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（平成１１年法律第１４７号）に基づ

く処分の対象となっている団体及びその構成員でないこと。 

(5) 法人にあっては広島県内に本店、支店又は営業所等を有し、個人にあっては広島県内で事業

を営んでおり、迅速かつ具体的な連絡・調整が可能な者であること。 

(6) 自動販売機の設置業務において、自ら管理・運営する実績を３年以上有していること。 

(7) 尾道市税並びに消費税及び地方消費税を滞納していないこと。 

 

６ 入札参加に関する留意事項 

(1) 入札保証金 

   免除する。 

(2) 入札の無効 

次に該当するときは、その入札は無効とする。 

  ア 入札に参加する者に必要な資格のない者が入札したとき。 

  イ 入札を取り消すことができる制限行為能力者の意思表示であるとき。 

  ウ 契約担当職員において定めた入札に関する条件に違反したとき。 

  エ 入札者が２以上の入札をしたとき。 

  オ 他人の代理人を兼ね、又は２人以上を代理して入札したとき。 

  カ 入札者が連合して入札したとき、その他入札に関して不正の行為があったとき。 

  キ 必要な記載事項を確認できない入札をしたとき。 

  ク 入札に際しての注意事項に違反した入札をしたとき。 

(3) 入札の執行 

 ア 代理人が入札する場合には、入札前にその代理権を証する書面（以下「委任状」という。）

を提出すること。 

 イ 入札執行中における入札辞退は、入札辞退届又はその旨を記載した入札書を、入札執行者

に直接提出すること。 

 ウ 入札執行中は、入札執行者が特に必要と認めた場合を除くほか入札室の出入りは禁止する。 

 エ 入札執行中は、入札者の私語、放言等を禁止する。 

 オ 入札室には、入札に必要な者以外は入室できない。 

カ 入札書類は、様式集の入札書（様式第１）、入札辞退届（様式第２）、委任状（様式第３）

を使用すること。 

  (4) 入札書の記載方法等 

   入札書（様式第１）には、消費税及び地方消費税を含めない年額（１年間分）の貸付料を記

載すること。（貸付期間は、平成３０年（2018年）４月１日から平成３５年（2023年）３月３

１日までの５年間）消費税及び地方消費税を含めない金額を入札金額とするので、入札者は、

消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、消費税及び地

方消費税を含めない金額を入札書に記載すること。 

 (5) 入札者が持参するもの 

  ア 印鑑（入札参加資格確認申請書で使用した実印、代理人の場合は委任状に押印した代理人

使用印） 



  イ 筆記用具（黒又は青の万年筆又はボールペン） 

  ウ 委任状（代理人によって入札する場合） 

(6) 落札者の決定 

ア 開札は、入札後直ちに、入札者の立会いのもとで行う。 

  イ 落札者は、次の方法により決定する。 

(ｱ) 規則第２９条の規定に基づき、尾道市が予定する年額（１年間当たり）の貸付料（消費

税及び地方消費税を含まない。）以上で最高の価格をもって入札した者を落札者とする。 

(ｲ) 開札の結果、落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、施行令第１

６７条の９の規定により、その場で直ちに、当該入札者がくじを引いて落札者を決定す

る。当該入札者のうちくじを引かない者（開札に立ち会っていない者を含む。）があると

きは、これに代えて、当該入札事務に関係のない職員にくじを引かせるものとする。 

  ウ 落札者はその権利を他者に譲ることはできない。 

(7) 入札の結果 

   開札した場合に、落札者があるときはその者の名称及び金額を、落札者がないときはその旨

を、開札に立ち会った入札者に知らせる。 

 

７ 契約手続 

(1) 契約の締結等 

ア 落札者は、平成３０年２月９日（金）までに別添契約書（案）に基づき、尾道市と自動販

売機設置に係る有償定期建物賃貸借の契約を締結するものとする。 

(ｱ)  契約は、「落札者」名義で締結する。 

(ｲ)  契約に先立ち、様式集の財産借受願（様式第６）を尾道市に提出する。 

   (ｳ)  契約の締結に係る一切の費用（印紙代等）は、落札者の負担となる。 

イ 落札者が期限までに契約を締結しない場合は、落札はその効力を失う。 

ウ 契約書２通を作成し、各自その１通を保有する。 

(2) 契約保証金 

   免除する。 

 

 

８ 入札までのスケジュール 

(1) 一般競争入札参加資格確認申請（入札申込） 

【配布資料】 ・入札公告  ・様式集  ・契約書(案) 

(2) 募集に関する質問の受付及び回答 

この入札公告に関する質問は、次のとおり受け付ける。 

受 付 期 間 平成２９年１２月１９日（火）～平成３０年１月１５日（月） 

午前８時３０分～午後５時（ただし、正午～午後１時を除く。） 

※閉庁日（土曜日、日曜日、祝日及び 12/29～翌年 1/3）は受付を行わない。 

提 出 方 法 様式集の質問書（様式第４）に記入の上、持参、郵送、電子メール又はファク

シミリにより提出すること。 

郵送の場合は、上記の期限までに必着のこと。 



提 出 先 尾道市総務部総務課 石井 

所在地 〒722－8501 尾道市久保一丁目 15番 1号 

TEL：0848-38-9332  FAX：0848-37-2740 

MAIL：somu@city.onomichi.hiroshima.jp 

回 答 方 法 ホームページに掲載する。 

(3) 入札参加資格（入札申込）の確認 

    この入札に参加を希望される方は、事前に入札参加資格の有無について尾道市の確認を受け

る必要がある。 

 ア 申請書類の提出（提出部数各１部） 

受 付 期 間 

平成２９年１２月１９日（火）～平成３０年１月１５日(月) 

午前８時３０分～午後５時（ただし、正午～午後１時を除く。） 

※閉庁日（土曜日、日曜日、祝日及び 12/29～翌年 1/3）は受付を行わない。 

提 出 方 法 

 

様式集の入札参加資格確認申請書（様式第５）に必要事項を記入・押印し、

持参又は郵送により申し込むこと。 

郵送の場合は、上記の期限までに必着のこと。 

 

提 

 

出   

 

書 

 

類 

事     項 法人 個人 

① 入札参加資格確認申請書（様式第５） ○ ○ 

② 商業登記簿謄本（写しでも可） ○  

③ 印鑑証明書（原本） ○ ○ 

④ 

完納証明書（尾道市に納付すべき市税の滞納がない

ことを証明したもの〔写しでも可〕。尾道市に納税

義務のない者を除く。） 

△ △ 

⑤ 

納税証明書（国に納付すべき消費税及び地方消費税

の未納税額がないことを証明したもの〔写しでも

可〕） 

○ ○ 

⑥ 
設置する自動販売機のカタログ（販売商品・単価含

む。） 
○ ○ 

提 出 先 8－(2) 提出先に同じ 

   ※ ③については、発行後３か月以内の原本とする。   

イ 入札参加資格確認結果の通知 

入札参加資格確認結果の通知は、確認申請をされた方に対して書面により通知する。 

 

 

９ 貸付料の支払方法 

(1) 落札者は、尾道市の発行する納入通知書により、毎年４月３０日までに、その年度に属する

貸付料（１年間分の貸付料）を尾道市に支払わなければならない。ただし、当該年度の納期限

前までに賃貸借期間が終了（解除を含む。）した場合は、尾道市の指定する日までに支払うもの

とする。 

(2) 契約締結後、貸付料の支払が指定期日までに行われなかった場合には、延滞料の支払いを請

求するとともに、契約を解除することがある。 

 



１０ その他の留意事項 

(1) 「自動販売機設置」事業関連規定の遵守 

    尾道市と本件自動販売機設置事業に係る有償定期建物賃貸借契約を締結した落札者（以下「自

動販売機設置事業者」という。）は、この公告に記載した事項及び契約書（案）に定める事項

について遵守しなければならない。 

(2) 自動販売機の設置方法等 

     具体的な自動販売機の設置方法等については、尾道市と自動販売機設置事業者が協議の上決

定する。 

 (3) 自動販売機設置に係る経費 

   自動販売機の設置、撤去、維持管理（光熱水費等）及び原状回復に関する一切の経費（コン

セントのない箇所へのコンセント等の設置及び撤去を含む。）は、自動販売機設置事業者の負

担とする。 

 (4) 自動販売機の設置に伴う承認等 

   自動販売機設置事業者は、自動販売機の設置に当たっては、自動販売機設置承認申請書（様

式第７）に自動販売機の設置内容（設置場所、台数・規格・定格消費電力、商品明細、使用済

容器回収ボックス等）を記載の上、尾道市に提出し、承認を得る必要がある。また、承認を得

た自動販売機の内容の全部又は一部を変更する場合も同様とする。 

 (5) 自動販売機の撤去 

   自動販売機設置事業者は、尾道市が定める自動販売機台数を満たさなければならない。 

なお、契約期間の満了等により、賃貸している面積を尾道市に返還する場合は、様式集の借

受財産返還書（様式第８）を提出して尾道市の承諾を得るものとする。 

 (6) 貸付料の返還 

 納付済みの貸付料は、返還しない。 

 (7) 自動販売機設置事業者の責任 

  ア 自動販売機設置事業者は、自動販売機設置に関するすべての事項について一切の責任を負

うものとする。 

  イ 自動販売機設置に関して第三者に損害を与えた場合は、自動販売機設置事業者の責任及び

負担において解決するものとする。 

(8) その他 

詳細な条件については、別紙仕様書による。 

 



別紙 

仕   様   書 

１  契約の方法等 

 (1) 借地借家法（平成３年法律第９０号）第３８条の定期建物賃貸借契約（以下「契約」という。）

によるものとし、契約の更新はしません。 

(2)  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３８条の５第４項の規定（同項を準用する場

合を含む。）に基づき、尾道市において公用又は公共用に供する必要が生じたときは、契約を

解除することがあります。 

(3) その他、自動販売機設置事業者が尾道市の定める貸付条件等に違反したときは、契約を解

除することがあります。 

 

２ 設置する自動販売機の商品、規格及び条件並びに設置場所を借り受ける者（以下「自動販売機

設置事業者」という。）の遵守事項 

(1)  商品 

ア 販売可能商品 

缶容器、ペットボトル容器又は紙カップ入り等の清涼飲料水類（酒類不可）とします。 

イ 商品販売価格（消費税及び地方消費税を含む。） 

 商品販売価格は、原則、市場価格を上限とします。市場価格より安く販売することは歓迎

しますが、入札に当たって特別の配慮はいたしません。 

ウ その他 

隣接する階に設置する自動販売機には、なるべく同じ銘柄の商品を置かないなど、可能な

範囲で商品ラインナップが偏らないよう配慮してください。 

(2) 自動販売機  

ア デザイン 

自動売機のデザイン（外観色を含む。）は、周辺環境に配慮するなど、可能な限りユニバー

サルデザインとします。ただし、紙カップ式自動販売機は、この限りではありません。 

  イ 環境対策 

自動販売機の機種は、省エネ対応とし、「照明の自動点滅・減光」いわゆる「学習省エネ」

及び「ピークカット」並びに「真空断熱材やヒートポンプ採用」など、消費電力量の低減に

資する技術等を導入した機種とします。また、ノンフロン対応とした機種等に努めるものと

します。 

ウ 安全対策 

(ｱ)  転倒防止 

「自動販売機の据付基準」（JIS 規格）及び「自動販売機据付規準」（清涼飲料自販機協

議会作成）を遵守した措置を講じるものとします。 

(ｲ)  食品衛生 

「食品、添加物等の規格基準」（食品衛生法）、「自動販売機の食品衛生に関する自主的 

取扱要領」（業界自主基準）等を遵守し、販売商品の衛生管理に万全を尽くすものとしま

す。また、商品販売に必要な営業許可を受けなければなりません。 

エ 防犯対策 

(ｱ)  硬貨選別装置及び紙幣識別装置のプログラム改変により、偽造通貨又は偽造紙幣の使用



による犯罪の防止に万全を尽くすものとします。 

(ｲ)  屋内設置であっても「自販機堅牢化技術基準」（日本自動販売機工業会作成）を遵守し、

犯罪防止に努めるものとします。 

オ 使用済み容器の回収 

     回収ボックスは、貸付面積内に設置するものとします。また、回収ボックスの設置は、原

則、自動販売機１台に１個の割合で自動販売機脇（貸付面積内）に設置し、定期的に回収す

ることとします。   

(ｱ)  素材は、プラスチック製又は金属製とします。 

(ｲ)  容積は、回収頻度と回収量を考慮し、回収ボックスから空き缶、ペットボトル等の使用

済容器が溢れたり、周囲に散乱しない十分な収容容積とします。 

(ｳ)  使用済容器の処理は、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（平

成７年法律第１１２号）など、関係法令に基づいて適切に処理することとします。また、

使用済容器以外の投入を禁止する旨の表示をするほか、使用済容器投入口は紙等の一般ゴ

ミが入りにくい形状を有するもの又はそのための仕掛けのあるものとし、使用済容器と一

般ゴミの混入防止を図ることとします。 

カ  その他 

(ｱ)  自動販売機設置事業者において、商品の補充及び変更、賞味期限の確認、売上金の回収

及び釣銭の補充並びに自動販売機内部・外部及び設置場所周辺の清掃などを行うこととし

ます。 

(ｲ) 自動販売機設置事業者において、賞味期限の確認など、安定した高品質の商品を提供す

るための品質保証活動を行うこととします。 

(ｳ)  自動販売機設置事業者において、専門技術サービス員による保守業務を随時行って維持

に努めるほか、故障時には即時対応することとします。 

(3) 費用負担等 

ア 自動販売機に係る電気料は、原則として、自動販売機設置業者の責任において、使用料を

計測するための副メーターを設置するものとします。（メーター設置費用及び計量法（平成４

年法律第５１号）に基づく取り替えの費用も設置業者の負担とします。）電気料の算定方法は

次のとおりです。 

   ※ 電気料（月額（円未満切捨て）消費税及び地方消費税に相当する額を含む。）＝（電気料

金単価×当該子メーターの表示する月間消費電力量） 

イ 管理・運営 

(ｱ) 自動販売機の設置、維持管理及び撤去に係る費用は、自動販売機設置事業者が負担しま

す。 

(ｲ)  売上手数料は、徴収しません。 

(ｳ)  売上は自動販売機設置事業者の収入とし、自動販売機の設置（コンセントのない箇所へ

のコンセント等の設置及び撤去を含む。）及び運営に係る人件費・光熱水費・搬入搬送費

等、自動販売機設置及び原状回復に係る一切の費用は自動販売機設置事業者が負担するこ

ととします。 

(ｴ)  建物（天井・壁・床）に尾道市で設置した機器等について、小破修繕及び自動販売機設

置事業者の責めに帰する修繕は、原則として自動販売機設置事業者の負担とします。契約

期間が満了したとき又は契約が解除されたときにおいて、自動販売機設置事業者自らが投

じた有益費及び必要費があっても、自動販売機設置事業者はこれらを一切尾道市に請求す



ることができません。 

(ｵ)  尾道市が設置した機器等が故障又は劣化等により使用不能になった場合は、原則として

尾道市の負担で撤去等するものとします。その際、設備等を改めて設置する必要がある場

合は、自動販売機設置事業者に応分の負担を求める場合があります。 

(ｶ)  その他修繕の負担で疑義等が生じた場合は、尾道市と自動販売機設置事業者が協議する

ものとします。   

ウ 貸付場所の返還 

自動販売機設置事業者は、契約の解除等により自動販売機を撤去する場合において原状に

回復して尾道市の確認を受けなければなりません。 

エ 自動販売機設置に伴う事故 

     尾道市の責めに帰する事由による場合を除き、自動販売機設置事業者がその責めを負いま

す。 

オ 商品等の盗難及び破損 

(ｱ)  尾道市の責めに帰することが明らかな場合を除き、尾道市はその責めを負いません。 

(ｲ)  自動販売機設置事業者は、商品及び自動販売機が破損等したときは、自らの負担により

速やかに復旧しなければなりません。 

 

３ 用途の指定等 

(1) 用途の指定 

   貸付物件は、自動販売機の設置のみに使用するものとし、入札公告に記載した条件を遵守し

ていただきます。 

(2) 用途以外の利用等 

ア 指定した用途以外に貸付物件を使用することは認めません。 

イ 指定用途及び貸付面積の範囲内において、入札公告に記載した自動販売機の設置台数を遵

守しなければなりません。 

ウ 設置した自動販売機を停止させ、又は撤去する場合は、事前に尾道市の承諾を必要としま

す。 

エ 施設は善良な管理者としての注意をもって維持保全に努めなければなりません。 

オ 貸付物件について、大規模災害時等に、尾道市で一時的に使用することがあります。また、

その際、自動販売機設置事業者で設置している自動販売機等の撤去等をお願いする場合があ

ります。 

カ その他尾道市の規則等により定められた使用制限等を遵守しなければなりません。 

(3) 営業上の注意 

ア 営業許可の申請 

食品衛生法に基づく営業許可の申請、その他法令が定める諸官庁への申請・届出等につい

ては、すべて自動販売機設置事業者の責任と負担で実施してください。 

イ 必要な資格等 

自動販売機設置等に係る運営に当たり、必要となる資格又は資格者は、すべて自動販売機

設置事業者の責任と負担で対応してください。 

ウ 衛生管理 

自動販売機設置事業者は、自動販売機設置に関する衛生管理に十分注意を払うとともに、

食品衛生上の問題については、すべて自動販売機設置事業者の責任と負担において対処して



ください。 

エ 施設等の管理に係る法定点検等の実施・協力 

尾道市が行う電気設備等の法定点検等（絶縁測定等）に関し、自動販売機設置事業者は協

力してください。また、自動販売機設置事業者は日ごろから衛生管理等に努め、必要な点検

等を自動販売機設置事業者において、実施してください。 

(4) 再委託等の制限 

自動販売機設置事業者は、本業務を第三者に委託し、又は請け負わせてはなりません。ただ

し、事前に書面により尾道市の承認を受けた場合は、この限りではありません。 

 (5) 譲渡又は転貸の禁止 

自動販売機設置事業者は、自動販売機の設置に係る一切の権利又は義務を第三者に譲渡し、

貸し付け、又は承継させてはなりません。また、その権利を担保に供してはなりません。 

(6) 搬入・搬出等 

自動販売機設置事業者は、関係法規及び尾道市の庁舎管理者等が定める規定を遵守し、荷物

の搬入、搬出、運搬等を行ってください。その際、事前に尾道市の承認を得るものとします。 

(7)  保険 

自動販売機設置事業者は、食中毒等に係る賠償責任保険に加入するなど、自動販売機により

発生した食中毒等に対して、すべて自動販売機設置事業者の責任と負担において対処してくだ

さい。 

(8) 営業の報告 

自動販売機設置事業者は、毎年度末に、本業務について、業務ごとの毎月の売上本数、毎月

の売上額及び年間の収支状況を尾道市に報告してください。 

(9) 連絡体制 

通常時及び緊急時の連絡体制及び連絡先を尾道市に報告してください。 

(10)  清掃、ゴミ処理 

自動販売機設置事業者は、常に自動販売機の周辺等を清掃し、清潔に保ち、空き缶、空き瓶

等については、関係法令を遵守し、適切に処理してください。また、自動販売機設置により発

生したゴミの処分に係る一切の費用は自動販売機設置事業者の負担とします。   

(11)  打合せ等 

自動販売機設置事業者は、業務の遂行に当たり、必要に応じて尾道市と打合せを行うものと

します。 

(12) 情報の適正な管理 

自動販売機設置事業者（再委託をした場合は再委託先を含む。）は、本業務を通じて知り得た

情報を契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはなりません。また、本業務に関して

知り得た情報の漏えい、滅失、き損の防止、その他適正な管理のために必要な措置を講じなけ

ればなりません。契約終了後もまた同様とします。 

(13)  個人情報の保護 

自動販売機設置事業者（再委託をした場合は再委託先を含む。）は、本業務を履行する上で個

人情報を取り扱う場合は、尾道市個人情報保護条例(平成６年条例第２号)を遵守するものとし

ます。 

(14)  業務の履行に関する措置 

尾道市は、本業務（再委託した場合を含む。）を履行するに当たって、著しく不適当と認めら

れるときは、自動販売機設置事業者に対して、その理由を明示した書面により、必要な措置を



とるべきことを要求します。自動販売機設置事業者は、上記要求があったときは、当該要求に

係る事項について対応措置を決定し、尾道市の指示に従い、必要な措置を講じるものとします。 

(15) 契約終了時の自動販売機設置業務等の引継ぎ 

自動販売機設置事業者は、本業務が終了したときは、速やかに施設の原状回復を行い、尾道

市に対して円滑な施設等の引渡しを行うものとします。 

 

４  貸付料 

(1) 年額の貸付料は、落札価格に消費税及び地方消費税を加算した金額とします。 

(2) 自動販売機設置事業者は、尾道市の発行する納入通知書により、毎年４月３０日までに、そ

の年度に属する貸付料を尾道市に支払わなければなりません。ただし、当該年度の納期限前ま

でに賃貸借期間が終了（解除を含む。）した場合は、尾道市の指定する日までに支払うものとし

ます。 

(3)  契約締結後、貸付料の支払が指定期日までに行われなかった場合には、延滞料の支払を申し

受けるとともに、契約を解除することがありますので、御注意ください。 

(4) 貸付料を指定期日までに支払わないときは、その翌日から納入の日までの日数に応じ、年２.

７％の割合を乗じて計算した金額に相当する延滞料を加算して尾道市に支払っていただきます。 

なお、契約締結後、貸付料の支払いが指定期日までに行われなかった場合には、契約を解除

する場合がありますので、注意してください。 

 (5) 納付済みの貸付料は、返還しません。 

 

５ 解除通知 

  自動販売機設置事業者が賃料を滞納した場合は、相当の期間を定めて、催告の上、契約を解除

します。 

 

６ 原状回復 

  自動販売機設置事業者は、貸付期間が満了したとき、又は契約が解除されたときは貸付物件を

原状に回復して尾道市の指定する期日までに返還しなければなりません。 

 

７ 保険 

  自動販売機設置事業者は、火災等に係る借家人賠償保険に加入するなど、自動販売機により発

生した火災等に対して、すべて自動販売機設置事業者の責任と負担において対処するものとしま

す。 

 

８ その他 

この仕様書の定めのほか、事業の実施に関し疑義があるとき、又は使用について疑義が生じた

ときは双方協議の上、解決するものとします。 

 


